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▶村民憲章◀
１、わたくしたちは、きまりを守り、親切で明るい村をつくります。

１、わたくしたちは、仕事に喜びをもち、豊かな村をつくります。

１、わたくしたちは、青少年に希望を老人に生きがいを、そして心

のあたたかい村をつくります。

１、わたくしたちは、自然を愛し、花と緑の美しい村をつくります。

１、わたくしたちは、常に知識を求め、スポーツに親しみ、楽しい

村をつくります。

村 の 花 鳥 木 魚

はまなす かもめ ひ ば あんこう

～下風呂温泉 海峡の湯 開業記念式典～
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▶今月の内容◀
２～３ 新年のごあいさつ

４～８ 村のわだい

９～14 お知らせ

15 健康だより

16 大間病院だより・年金だより

17 社協だより

18 はじめまして 他
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

令
和
３
年
の
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
常
日
頃
よ
り
村
政
各
般
に
わ
た

り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

村
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
山
積
す

る
諸
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
村
に

と
っ
て
最
善
の
方
向
と
な
る
よ
う
、
財
政

の
健
全
化
を
保
ち
つ
つ
近
隣
市
町
村
と
の

連
携
の
も
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
17
の
目
標
）
の

理
念
を
踏
ま
え
、
小
規
模
町
村
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
生
か
し
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。昨

年
は
年
明
け
早
々
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
瞬

く
間
に
全
世
界
に
拡
大
し
、
い
ま
だ
そ
の

収
束
が
見
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

続
け
て
お
り
、
当
村
に
お
い
て
も
観
光

業
・
水
産
業
を
は
じ
め
多
く
の
産
業
が
そ

の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
し
ば
ら
く

は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
が
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
難
局
を
、
国
・
県
・
市
町
村
が
一

昨
年
12
月
１
日
、
村
内
三
漁
協
の
合
併

が
成
就
い
た
し
ま
し
た
。
合
併
後
も
厳
し

い
経
営
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
村
の

基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
振
興
は
当
村
の
生

命
線
で
あ
り
、
村
と
し
て
も
惜
し
む
こ
と

な
く
最
大
限
の
支
援
と
協
力
を
し
て
参
り

ま
す
。

本
村
の
主
力
魚
種
で
あ
る
す
る
め
い
か

漁
は
、
昨
年
も
不
振
が
続
き
、
漁
家
収
入

は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
村
の
基

幹
産
業
で
あ
る
漁
業
振
興
の
基
本
は
、
ウ

ニ
・
あ
わ
び
・
昆
布
等
の
磯
資
源
の
復
活

で
す
。
村
で
は
漁
協
と
連
携
し
水
産
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
事
業
に
よ
り
、
磯
焼
け

現
象
の
一
因
と
さ
れ
る
ウ
ニ
の
適
正
管
理

や
畜
養
・
移
植
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

丸
と
な
り
、
感
染
予
防
の
徹
底
と
経
済
の

再
生
に
よ
り
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
地
方
創
生
の
次
の
ス
テ
ー

ジ
と
し
て
、
第
２
期
『
風
間
浦
村
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
の
５
ヵ

年
計
画
（
期
間
令
和
２
年
度
～
６
年
度
）

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
①
健
康
に
寄
り

添
う
や
さ
し
い
村
づ
く
り
②
自
然
を
活
か

し
、
村
民
が
活
き
る
む
ら
づ
く
り
③
高
齢

者
の
活
気
を
創
造
す
る
村
づ
く
り
の
基
本

理
念
の
も
と
、
令
和
６
年
度
末
を
目
標
年

次
に
新
た
な
目
標
値
を
設
定
し
、
そ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

本
村
に
は
、
豊
か
な
森
林
資
源
が
あ
り

ま
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
森

林
台
帳
の
整
備
も
完
了
し
ま
し
た
。
同
財

源
を
活
用
し
荒
廃
し
た
林
業
用
作
業
路
の

改
修
等
を
進
め
、
林
地
の
整
備
及
び
青
森

ヒ
バ
を
は
じ
め
と
す
る
林
産
品
の
販
売
促

進
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
桑
畑
地
区
の
立
石
大
明

神
へ
続
く
作
業
道
を
一
部
改
修
い
た
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
燧
岳
、
矢
作
山
、
折
戸

山
へ
の
登
山
道
や
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
言

わ
れ
る
施
設
へ
の
遊
歩
道
の
整
備
も
併
せ

て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�

『森
林
資
源
の
活
用
』

ま
た
、
ウ
ニ
の
か
ご
養
殖
事
業
や
漁
港
内

で
の
ウ
ニ
・
ナ
マ
コ
の
畜
養
殖
事
業
は
一

定
の
成
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
ウ
ニ
の

周
年
生
産
体
制
の
確
立
・
高
価
格
時
期
で

の
販
売
・
ナ
マ
コ
の
畜
養
殖
に
本
格
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
昨
年
村
の

魚
に
制
定
し
た
あ
ん
こ
う（
風
間
浦
鮟
鱇
）

の
差
別
化
と
販
路
拡
大
に
努
め
漁
家
収
入

の
安
定
を
図
り
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�

『三
漁
協
の
合
併
と

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

つ
く
り
育
て
る
漁
業
へ
』

��
�
�
�
�
�
�
�
�

『安
心
・
安
全
で
明
る
い

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

元
気
な
村
』
を
め
ざ
し
て
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温
泉
街
全
体
の
活
性
化
と
位
置
づ
け
、

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
下
風
呂
温
泉

「
海
峡
の
湯
」
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
12

月
１
日
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
を
持
ち
ま
し
て
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
浴
舎
「
海
峡
の
湯
」
を
核
と
し
、
特

産
物
で
あ
る
風
間
浦
鮟
鱇
・
ウ
ニ
・
ス
ル

メ
イ
カ
・
タ
コ
等
の
旬
の
魚
介
類
と
の
コ

ラ
ボ
に
よ
り
、
温
泉
街
全
体
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
施
策
も
併
せ
て
進
め
て
参
り
ま

す
。ま

た
、
昨
年
４
名
の
方
々
を
風
間
浦
村

ふ
る
さ
と
大
使
に
任
命
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
方
々
の
お
力
を
い
た
だ
き

更
な
る
関
係
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
�
�

『下
風
呂
温
泉
新
浴
舎
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�

核
と
し
た
観
光
振
興
』

子
育
て
・
教
育
環
境
の
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
は
ほ
ぼ
整
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

他
市
町
村
に
先
駆
け
進
め
て
き
た
、
全
児

童
生
徒
及
び
教
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配

備
な
ど
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦

に
あ
っ
て
も
、
連
携
協
定
を
結
ぶ
学
校
法

人
同
志
社
の
協
力
を
頂
き
、
同
志
社
中
学

校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
相
互
交
流
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『子
育
て
・
教
育
環
境
の
整
備
』

老
人
の
生
き
が
い
対
策
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
風
間
浦
保
育

所
、
小
・
中
学
校
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

旧
小
学
校
や
公
民
館
等
を
活
用
し
、
老
人

の
ひ
き
こ
も
り
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、「
桑
畑
温
泉
湯
ん
湯
ん
♪
」
と

「
下
風
呂
温
泉
海
峡
の
湯
」
を
活
用
し
た

老
人
無
料
入
浴
事
業
に
合
わ
せ
た
事
業
を

展
開
し
、
老
人
憩
い
の
場
と
そ
の
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
対
策
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
の
ご
支
援
を
頂
き
昨
年
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
人
員
の
確
保
・
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
に
つ
い
て
鋭
意
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理

（
令
和
元
年
度
～
６
年
度
）
に
よ
り
大
柳

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『福
祉
・
医
療
の
確
保
と
健
康
増
進
』

こ
こ
数
年
、
当
村
に
お
い
て
は
大
規
模

自
然
災
害
等
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
国
的
に
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ
り
甚
大

な
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
発
生
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
気
象
台
等
の

関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
常
に
緊
張

感
を
持
ち
防
災
・
減
災
対
策
の
具
体
化
と

充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
震
災
等
の
際
に
そ
の
機
能
を
十

分
果
た
せ
な
い
、
現
在
の
役
場
庁
舎
や
消

防
庁
舎
等
の
移
転
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る

津
波
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
に
よ
り
、

移
転
整
備
地
と
し
て
い
た
旧
易
国
間
小
学

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

『安
心
安
全
な
村
づ
く
り
』

先
生
（
医
療
法
人
章
士
会
）
に
継
続
し
て

お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
実
施
し
て

い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
助

成
は
引
き
続
き
無
償
と
し
感
染
予
防
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

健
康
増
進
に
つ
い
て
も
、
検
診
率
の
向

上
と
ア
フ
タ
ー
の
充
実
並
び
に
コ
ロ
ナ
渦

で
の
運
動
不
足
対
策
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

校
跡
地
も
新
た
に
最
大
５
ｍ
の
津
波
浸
水

想
定
区
域
と
な
り
ま
し
た
。
移
転
整
備
計

画
は
、
大
き
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
青
森
県
が
現
在
作
成
中
の
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
公
表
を
待
ち
、
早
急

に
新
た
な
移
転
候
補
地
を
選
定
し
、
年
次

計
画
を
作
成
の
う
え
着
実
に
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
、
近
年
の
大

規
模
自
然
災
害
の
発
生
状
況
を
鑑
み
、
防

災
・
減
災
対
策
関
連
施
設
・
設
備
の
整
備

を
優
先
し
、
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

消
防
分
署
施
設
か
ら
順
次
移
転
整
備
を
進

め
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
山
積
す
る
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
予
防
と
経
済
対
策
に
全
集
中

し
、
豊
か
な
自
然
、
豊
富
な
資
源
、
素
晴

ら
し
い
人
材
を
最
大
限
活
か
し
、
安
心
・

安
全
で
明
る
い
元
気
な
村
づ
く
り
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
収
束
に
向
か
い
、
新
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
穏
や
か
で
輝
け
る
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

し
先
進
的
な
教
育
環
境
の
整
備
運
用
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
導
入
し
た

保
育
料
の
完
全
無
償
化
と
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
と
合
わ
せ
、
村
営
住
宅

の
整
備
、
定
住
促
進
策
と
し
て
転
入
者
等

の
住
宅
改
修
事
業
費
補
助
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

今
後
は
、
ソ
フ
ト
面
に
力
を
入
れ
、
働

く
場
は
他
の
市
町
村
で
あ
っ
て
も
、
こ
の

村
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

施
策
と
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
ま
す
。
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１２月１日、下風呂温泉郷に新しい温泉施設「下風呂温泉 海峡の湯」がオープンし、室町時代から続くとさ

れる温泉郷の歴史に新たな１ページが刻まれました。

当日は開業記念式典が行われ、オープン時には、開業記念タオルも本数限定でプレゼントされ、地元住民や

下風呂温泉ファンなど大勢の人々で賑わいました。館内の様子をご紹介いたします。
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

国
税
庁
主
催

令
和
２
年
度
中
学
生

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
国
税
庁
長
官
賞

国
税
庁
が
全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
募

集
し
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
お
い

て
、
風
間
浦
中
学
校
１
年
生
の
五
十
洲
ひ

な
た
さ
ん
が
国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

11
月
18
日
（
水
）
に
村
長
室
で
行
わ
れ

た
国
税
庁
長
官
賞
の
伝
達
式
に
は
、
冨
岡

村
長
、
越
膳
教
育
長
、
館
村
中
学
校
長
な

ど
が
出
席
し
、
む
つ
税
務
署
の
小
野
勇
喜

署
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

国
税
庁
長
官
賞
を
受
け
取
っ
た
五
十
洲

さ
ん
は
「
受
賞
に
は
驚
い
た
。
文
章
を
書

く
こ
と
が
好
き
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
一

生
懸
命
書
い
て
い
き
た
い
。
」
と
受
賞
の

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

本
年
度
、
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
は
、
全
国
４
，
８
７
７
校
か
ら
３

１
３
，
７
２
５
編
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ
、

青
森
県
か
ら
国
税
庁
長
官
賞
の
受
賞
は
、

２
０
０
６
年
以
来
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。

左から館村校長､小野署長､五十洲さん､冨岡村長､越膳教育長

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

令
和
２
年
度
納
税
作
品
「
作
文
の
部
」
銀
賞

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
青
森

県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
た
納

税
作
品
「
作
文
の
部
」
に
お
い
て
、
風
間

浦
小
学
校
６
年
生
の
川
島
俊
輔
く
ん
が
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

11
月
11
日
（
水
）
に
風
間
浦
小
学
校
の

校
長
室
で
行
わ
れ
た
賞
状
の
伝
達
式
に

は
、
下
北
地
域
県
民
局
県
税
部
岩
舘
納
税

管
理
課
長
、
風
間
浦
村
役
場
山
本
税
務
国

保
課
長
な
ど
が
出
席
し
、
賞
状
は
下
北
地

域
県
民
局
佐
々
木
宏
幸
県
税
部
長
か
ら
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
主
催

す
る
「
令
和
２
年
度
納
税
作
品
」
は
、
県

内
６
ブ
ロ
ッ
ク
を
通
じ
て
納
税
に
関
す
る

作
文
、習
字
及
び
ポ
ス
タ
ー
が
募
集
さ
れ
、

今
年
度
は
、
総
数
８
，
３
８
１
点
が
応
募

さ
れ
ま
し
た
。

左から佐々木県税部長、川島くん、小松校長

小野署長から賞状を手渡され記念品を受ける五十洲さん

佐々木県税部長から賞状と記念品を受ける川島くん
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あんきもんと記念撮影

�
�
�
�
�
�
�

同
志
社
中
学
校
と

�
�
�
�
�
�
�

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

10
月
27
日
～
30
日
に
、
風
間
浦
中
学
校

２
年
生
が
同
志
社
中
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
来
は
、
京
都
へ
足
を
運
び
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
）
で
の
交
流
と

な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
同
志
社
中
の
数
学
の
合
同

授
業
、
風
間
浦
中
か
ら
村
の
紹
介
と
合
唱

及
び
風
中
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
の
披
露
、
京
菓

子
の
老
舗
笹
屋
伊
織
の
田
丸
み
ゆ
き
氏

（
10
代
目
女
将
）
の
講
話
、
生
徒
会
の
交

流
と
い
う
日
程
で
し
た
。
田
丸
さ
ん
の
講

話
で
は
、
京
菓
子
の
歴
史
や
意
味
、
食
べ

方
等
の
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
亥
の
子
餅
な
ど
、

試
食
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
甘
さ
が
控
え

め
で
と
て
も
お
い
し
い
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、同
中
の
技
術
の
合
同
授
業
、

生
徒
会
の
あ
い
さ
つ
と
新
島
旧
邸
の
動
画

紹
介
、
学
校
法
人
同
志
社
第
18
代
総
長
・

理
事
長
八
田
英
二
氏
の
講
話
、
京
都
・
今

出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。三

日
目
は
、同
中
の
英
語
の
合
同
授
業
、

風
中
に
あ
る
同
志
社
ル
ー
ム
の
紹
介
、
記

念
品
の
交
換
。

四
日
目
は
、
冨
岡
宏
村
長
と
越
膳
泰
彦

教
育
長
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ
、「
ピ
ッ
ケ

の
つ
く
る
え
ほ
ん
」
の
朝
倉
民
枝
氏
の
特

別
授
業
が
あ
り
、
充
実
し
た
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

～
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
終
え
て
の
感
想
～

・
蛸
嶋

湊

今
年
の
、
同
志
社
中
学
校
と
の
交
流
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
オ
ン
ラ

イ
ン
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
逆
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
で
き
な
い

こ
と
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
方
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
に
増

え
て
い
く
で
あ
ろ
う
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し

た
交
流
を
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
利
用

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
使
用

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

・
冨
岡

陽
聖

今
年
で
し
か
で
き
な
い
交
流
を
し
て
、

僕
た
ち
の
た
め
に
色
々
な
人
達
が
手
伝
っ

て
く
れ
て
で
き
た
交
流
だ
と
思
う
の
で
、

感
謝
し
て
い
き
た
い
で
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で

授
業
を
し
た
り
な
ど
、
今
ま
で
に
や
っ
た

こ
と
が
な
い
こ
と
も
や
っ
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
同
志
社
に
行
く
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
も
で
き
た
の
で
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

・
根
戸
内
一
心

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
で
遠
隔
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
色
々
多
く
の
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
自
分
は
八
田
総
長
の
講
話

が
印
象
的
で
し
た
。
講
話
で
「
志
、
夢
」

の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
、
有
名
な
人
の

講
話
は
い
つ
ま
で
も
聞
い
て
い
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
年
は
同
志
社
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
く
て
残
念
だ
け
ど
、
た
く

さ
ん
の
交
流
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

・
能
渡
遼
太
郎

実
際
に
京
都
や
、
同
志
社
中
学
校
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を

使
っ
て
の
交
流
だ
っ
た
け
れ
ど
、
京
都
に

行
く
よ
り
も
、
豪
華
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

楽
し
か
っ
た
。
僕
は
、
同
志
社
ル
ー
ム
の

紹
介
で
、
カ
メ
ラ
マ
ン
で
何
を
撮
っ
た
ら

い
い
か
や
、
相
手
が
し
っ
か
り
見
え
る
か

が
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、
本
番
は
ゆ
っ
く

り
と
撮
っ
て
、
相
手
が
見
え
や
す
い
よ
う

に
で
き
た
と
思
う
し
、
興
味
を
引
く
も
の

を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
荒
木

七
海

私
は
今
回
の
同
志
社
交
流
を
終
え
て
、

１
年
生
の
頃
か
ら
先
輩
た
ち
が
行
っ
て
、

私
は
こ
の
年
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
で
す
が
、
直
接
行
け
な
く
て
と
て
も

残
念
で
す
。
で
も
私
の
ク
ラ
ス
に
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
あ
ま
り

文
句
を
言
う
人
も
い
な
く
て
良
か
っ
た
で

す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
交
流
す
る
の
も
、
新
鮮

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
交
流
が
続
い
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

・
川
畑

茉
結

今
回
の
交
流
を
終
え
て
新
し
い
経
験
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
し
て
画
面
ご
し
に
話
し
た
り
し
て
、
最 技術の合同授業
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初
は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
生
徒

会
交
流
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
は
な
し
て
色
々
な
話
し
を

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
一
緒
に

授
業
を
し
て
技
術
や
英
語
で
や
っ
た
こ
と

の
な
い
ア
プ
リ
を
使
っ
て
大
変
で
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
も
、
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

・
木
村

未
来

今
年
は
例
年
と
は
違
っ
た
形
で
の
交
流

で
、
１
つ
１
つ
の
授
業
や
講
話
の
時
間
が

と
て
も
短
く
感
じ
た
。
リ
モ
ー
ト
で
の
会

話
は
反
応
を
は
っ
き
り
し
な
い
と
相
手
に

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
な

に
か
聞
か
れ
た
ら
す
ぐ
答
え
ら
れ
る
対
応

力
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
も
楽
し
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
同
志
社
と
の
関
係
が
続

け
ば
い
い
な
と
思
っ
た
。

・
金
田
一
奈
々
美

実
際
、京
都
に
は
行
け
な
か
っ
た
け
ど
、

リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
。
風
間
浦
か
ら
配
信
し
た
り
、
同

志
社
か
ら
配
信
し
た
り
し
て
、
リ
モ
ー
ト

だ
か
ら
電
波
の
問
題
も
あ
っ
て
聞
こ
え
づ

ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、楽
し
か
っ
た
。

最
初
の
生
徒
会
交
流
は
自
己
紹
介
し
て
と

て
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、そ
の
後
の
、

グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
は
と
て
も
楽
し
く

て
、
相
手
側
が
今
ど
う
い
う
物
が
流
行
っ

て
い
る
の
か
な
ど
が
知
れ
て
良
か
っ
た
。

・
駒
嶺

瑠
依

去
年
と
は
、
違
う
形
の
交
流
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
気
を
ぬ
か
ず
ソ
ー
ラ

ン
や
歌
の
練
習
、
自
分
の
役
割
を
一
生
懸

命
で
き
ま
し
た
！
そ
し
て
、田
丸
さ
ん
や
、

総
長
さ
ん
の
講
話
を
聞
い
て
、
初
め
て

知
っ
た
事
・
学
ん
だ
事
が
あ
り
、
と
て
も

良
い
時
間
だ
と
思
い
ま
し
た
。
同
志
社
の

生
徒
会
の
子
が
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
長
年

続
い
た
交
流
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
と
い
う
形
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
今
年
で
止
め
る

事
な
く
で
き
て
よ
か
っ
た
。
」
と
い
う
事

を
言
っ
て
い
て
、「
た
し
か
に
」
と
思
い
ま

し
た
。
京
都
に
行
け
な
く
な
っ
て
少
し

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
け
れ
ど
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
交
流
で
き
て
い
る
事
に
感
謝
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
！
！
早
く
コ
ロ
ナ
が
お

さ
ま
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

・
坂
本

穂
花

実
際
に
京
都
に
行
け
な
か
っ
た
の
が
と

て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
私
が
交
流
で
学

ん
だ
の
は
「
率
先
力
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」
で
す
。
同
志
社
の
中
学
生
は

自
分
か
ら
進
ん
で
質
問
し
た
り
、
自
己
紹

介
を
し
た
り
し
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、「
あ
の
時
も
っ
と
話
せ
て

い
れ
ば
・
・
・
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
髙
橋

心
優

今
回
の
交
流
は
「
リ
モ
ー
ト
で
」
と
い

う
こ
と
で
画
面
越
し
で
の
体
験
や
交
流
と

な
り
ま
し
た
。
「
実
際
に
は
行
け
な
い
」

と
残
念
に
思
う
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
28
年
目
と
な
り
、
今
ま
で
の
27

年
間
と
は
違
う
体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
機
械
の
不
具
合
な
ど
か
ら
上
手
く
い

か
な
い
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
を
学
び
な
が
ら

で
き
ま
し
た
。
こ
の
交
流
で
身
に
つ
け
た

力
、
ま
た
同
志
社
と
の
絆
を
大
切
に
こ
れ

か
ら
も
何
年
何
十
年
も
続
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

・
宮
古

彩
愛

最
初
は
京
都
に
行
け
な
く
て
残
念
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が

な
い
「
遠
隔
」
で
の
交
流
は
新
し
く
て
楽

し
か
っ
た
。
祐
川
先
生
が
「
去
年
よ
り

や
っ
て
る
こ
と
が
多
い
」
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
内
容
に
関
し
て
は
充
実
し
て
い
て

と
て
も
面
白
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
同
志

社
と
の
交
流
で
は
自
分
た
ち
が
積
極
的
に

動
い
て
、
さ
ら
に
楽
し
い
交
流
に
し
よ
う

と
思
っ
た
。

京菓子をいただきます！

同志社中学校からの記念品「ベルリン号｣

八田総長による講話
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風
間
浦
保
育
所
も
ち
つ
き
会

12
月
11
日
（
金
）、
風
間
浦
保
育
所
に
お

い
て
、
も
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
子
ど

も
た
ち
の
「
よ
い
し
ょ
ー
！
」
と
力
強
い

元
気
な
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
お
餅
を
つ
き

ま
し
た
。

つ
い
た
お
餅
は
、
み
ん
な
で
コ
ロ
コ
ロ

丸
く
し
て
、お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
笑
顔
溢
れ
る
１
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。

みんなで記念撮影♪ つきたてのお餅おいし～！
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ー
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�

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

�
�
�
�
�
�
�

功
労
者
表
彰
受
賞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

元
風
間
浦
村
体
育
協
会
会
長

�
�

�

�

前
田

亮

氏

11
月
14
日
、
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
が
青
森
市
の
ホ

テ
ル
青
森
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
前
田
亮

氏
に
功
労
者
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。前

田
氏
は
、
平
成
13
年
７
月
か
ら
30
年

３
月
ま
で
の
間
、
風
間
浦
村
体
育
協
会
会

長
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
当
協
会
の
運

営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
表
彰
で
は
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

令
和
２
年
９
月
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
加
盟

団
体
で
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
功
労

者
１
０
４
人
を
表
彰
し
、
32
団
体
と
１
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受賞された前田亮氏

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
１
回
風
間
浦
い
き
い
き
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
～

11
月
11
日（
水
）、桑
畑
公
民
館
に
て「
第

1
回
風
間
浦
い
き
い
き
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
村
民
皆
さ
ん

が
住
み
慣
れ
た
こ
の
村
で
、
い
つ
ま
で
も

生
き
生
き
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、

国
の
指
針
に
基
づ
き
※
フ
レ
イ
ル
予
防
の

普
及
・
促
進
及
び
自
ら
の
健
康
状
態
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
相
談
等

を
で
き
る
場
と
し
て
、
参
加
者
に
活
用
し

て
い
た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
保
健
師
・
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
「
役
立
つ
健
康
の
お
話
」
に
耳
を
傾

け
、「
歌
謡
曲
に
合
わ
せ
て
健
康
体
操
」「
あ

な
た
の
筋
力
は
？
～
握
力
測
定
会
～
」「
懐

か
し
の
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
」
な
ど
で

体
を
動
か
し
た
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

団
ら
ん
を
し
、
参
加
者
全
員
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
下
風
呂
、
易
国
間
、
桑
畑
、

蛇
浦
の
４
地
区
で
年
３
回
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
日
程
は
広
報
及
び
毎
戸

配
布
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は
介
護
が
必
要
に
な
る
一

歩
手
前
の
状
態
の
こ
と
で
す
。

ご
質
問
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
（
税
務
国
保
課
☎
０
１

７
５―

３
５―

２
１
１
１
）

歌謡曲に合わせて健康体操♪ 風間浦音頭で盛り上がりました♪
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令和３年度風間浦村奨学金貸与者募集
風間浦村奨学金貸付制度は、村内に居住する者の子弟で、高等学校並びに同等以

上の学校に在学する者に対し、奨学資金を貸与し修学の便宜を図り、教育の振興に

寄与するとともに人材育成することを目的として行っております。

令和３年度分につきましては、次のとおりの募集を行いますので、奨学金貸与を

希望する方は教育委員会事務局までお申し込み下さい。

＊対象者
•品行方正、学業成績優秀かつ身体強健で、学資の支弁が困難であると認められ

る者。

•高等学校又はそれ以上の学校に在学する本村に在住する者。

＊貸付金額
•大学の医学部及び歯学部 月額１２万円以内

•上記以外の大学の学部 月額 ５万円以内

•短期大学 月額 ５万円以内

•高等専門学校３学年まで 月額 ３万円以内

• 同上 ４学年から 月額 ５万円以内

•高等学校（自宅通学） 月額 ２万円以内

• 同上 （自宅通学外） 月額 ３万円以内

•各種技術、技能養成機関 月額 ５万円以内

＊貸付期間
•奨学生の在学する正規の修学期間

＊申込み
•申込み及び提出期限 令和３年１月７日（木)～令和３年１月２９日（金）
•書類提出場所 風間浦村教育委員会（中央公民館内）

•申込み関係書類は、教育委員会に用意してありますので、申請をお考えの方は

お越しください。

＊その他
奨学生の決定及び通知は、奨学金選考委員会の答申に基づき教育委員会が決定し、

奨学生採用通知書をもって本人に通知いたします。なお、採用通知を受けた奨学生

につきましては、令和３年４月上旬に１年間分の奨学金を一括でお支払いします。

【お問合せ先（提出先）】
風間浦村 教育委員会 ☎０１７５－３５－２２１０



令和３年１月号 ⟹10広 報 か ざ ま う ら

風間浦村コミュニティバスご利用の村民の皆様へ
風間浦村コミュニティバスをご利用いただきありがとうございます。

村民の皆様からご利用にあたりいくつかお問合せがございましたので、今一度ご確認

いただきますようお願い申し上げます。

＊コミュニティバスを利用できる方
•風間浦診療所及び大間病院へ通院する患者「風間浦村民のみ」利用可能です。

（風間浦村役場又はげんきかんへ来庁する目的がある方も含みます。）

＊利用料金について
片道料金 大人（中学生以上） １００円

小学生 ５０円

幼児 無料

＊その他注意事項について
①乗車及び降車は指定バス停以外ではできません

（通院患者送迎バスですので、私用※はご遠慮ください）

※私用：商店前で降りたい、ＡＴＭに寄ってほしい 等

②風間浦村役場又はげんきかんへ来庁する目的以外での途中下車はできません

③土日・祝日・年末年始及び病院・診療所が指定する休日は運休です

【お問合せ先】
風間浦村 企画政策課 ☎０１７５－３５－２１１１

風間浦村交通安全母の会会員を募集します！
風間浦村交通安全母の会ではさらなる拡充を図るため、新会員を募集します。

同会は、高齢者や子どもの交通事故防止を中心に、お母さん方の立場から交通安全意

識の高揚に努め、地域から悲惨な交通事故をなくそうという目的で結成されたものです。

「交通安全は家庭から」を合言葉に、交通安全運動などの啓発活動への参加、各地区に

おいて啓発品の配布などを行っています。

悲惨な交通事故をなくすために、みなさんのご協力をお願いします。

＊活動内容 ①交通安全運動（年３～４回） ②啓発物品の配布活動

③街頭指導（新入学児童を対象に年２回）

＊参加資格 女性（年齢制限なし）

＊参加方法 事務局までご連絡ください

【お問合せ先】
風間浦村 総務課 ☎０１７５－３５－２１１１
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｢観光に対する住民意識調査」アンケートご協力のお願い
『一般社団法人しもきたTABIあしすと』では、観光を通じて下北地域の活性化に取

り組んでいます。今後、住民の皆様にも喜ばれる観光事業に取り組むため、「観光に

対する住民意識調査」（アンケート）を実施します。

下北半島を観光で盛り上げていくため、ぜひご意見をお聞かせください！

ご回答いただいた方の中から抽選で５名様に豪華景品をプレゼントいたします！

＊アンケート画面URL
https://forms.gle/mdL84wAKEHqAJdpt6

※お手持ちのスマートフォン等でQRコードを読み取ると

アンケート画面へ直接アクセスできます。

＊回答期日：令和３年３月１５日まで

＊お願いとご注意
•回答はおひとりにつき１回のみ

•いただいた回答は、個別に利用・公表されることはございません

•入力いただくメールアドレスは、プレゼント当選者へのご連絡の他、当団体が企画するイベン

トやお得なキャンペーン等のご案内に使用する場合があります。

•本調査は、むつ市、横浜町、大間町、東通村、風間浦村、佐井村にお住まいの住民の皆様対象

です。

【お問合せ先】
しもきたTABIあしすと ☎０１７５－３１－１２７０（担当：大下）

放送大学入学生募集
放送大学はテレビやインターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら学んで大学

を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。

ただいま２０２１年４月入学生を募集しています。詳しい資料を無料で送付致しますので、

お気軽にお問合せください。

○募集学生の種類
－教養学部－ 科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

－大 学 院－ 修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間
２０２０年１１月２６日～２０２１年３月１６日

（※インターネットでの出願も受け付けております）

放送大学ホームページ https://www.ouj.ac.jp

○資料請求（無料）・お問合せ先
放送大学青森学習センター ☎０１７２―３８―０５００
〒０３６－８５６１ 弘前市文京町３ 弘前大学 コラボ弘大７階

八戸サテライトスペース ☎０１７８―７０―１６６３
〒０３９－１１０２ 八戸市一番町１－９－２２ ユートリー４階



令和３年１月号 ⟹12広 報 か ざ ま う ら

蜜蜂を飼育されている方へ
＊蜜蜂の飼育届について

養蜂振興法の改正により、平成２５年から、趣味で蜜蜂を飼育する場合でも飼育届の提出が必

要になりました。

蜜蜂を飼育されている方は、所定の様式に必要事項を記載の上、令和３年１月２９日（金）ま

でに、住所地の地域県民局畜産担当課に提出してください。（手数料はかかりません）

※ 飼育届用紙は、青森県ホームページでダウンロードできるほか、地域県民局畜産担当課で配

布します。

また、令和２年中に飼育届を提出された方については、地域県民局から直接用紙を郵送しま

す。

※ 花粉交配用のために、蜜蜂を一時的に飼育される方の飼育届の提出は不要です。ただし、長

期間にわたって（花粉交配時期以外も）飼育する場合は届出が必要です。

詳しくは、青森県ホームページ「蜜蜂飼育届の義務について」を参照、または、下北地域県民

局地域農林水産部畜産課までお問合せください。

【お問合せ先（提出先）】
下北地域県民局地域農林水産部畜産課（担当 菊地原）

☎０１７５－２２－８５８１ 内線（２４２）

（〒０３５－００７３ むつ市中央１丁目１－８）

不動産取得税（県税）について
不動産取得税は、土地や家屋を取得したときに一度だけ課税される県の税金です。納税通知

書が届きましたら、銀行、郵便局のほか、コンビニエンスストアなどで納めてください。

なお、一定の要件を満たす住宅や住宅用土地を取得したときには、申告をすると不動産取得税

が軽減される場合があります。詳細についてはお問い合わせください。

【お問合せ先】
下北地域県民局県税部課税課

☎０１７５－２２－８５８１（内線２０８）

肺がん、中皮腫など石綿関連疾病に罹った方への補償・救済のお知らせ
石綿を吸い込むことにより発症する疾病には、肺がん、中皮腫、石綿肺、びまん性胸膜肥厚、

良性石綿胸水など呼吸器系疾病が多く、その潜伏期間は石綿を吸ってから三十年以上と非常に

長いことが特徴です。

これらの呼吸器系疾病が石綿を吸ったことが原因であると認定された方には、国が運営する

労災保険制度もしくは石綿健康被害救済制度から各種給付を受けることができます。

もし、みなさんのご家族のなかで、仕事で石綿を取り扱い、または吸ったことがあり、肺がん、

中皮腫等の呼吸器系疾病に罹った方、もしくは亡くなられた方がおられましたら、青森県労働局

労災補償課、またはお近くの労働基準監督署へご相談ください。

【お問合せ先】
青森県労働局労災補償課 ☎０１７－７３４－４１１５
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国民健康保険 大間病院 会計年度任用職員募集
大間病院では下記のとおり、会計年度任用職員を募集しますので、お知らせいたします。

１ 採用職種、条件等

採 用 職 種
看護師

准看護士
看護助手 調理師

募 集 人 数 若干名 若干名 若干名

採 用 期 間
フルタイム職員 令和３年４月１日～令和４年３月３１日（更新有り）

パートタイム職員 令和３年４月１日～令和４年３月３１日（更新有り）

応 募 資 格

①心身共に健康で病院の仕事に理解と情熱のある方

②看護師又は准看護師の免許を有する方、また令和３年４月に免許取得見込の方

③看護助手は高校卒業以上の方、また令和３年３月卒業見込の方

④調理員は中学校卒業以上の方

⑤令和３年４月１日時点で満６５歳未満の方

労働条件等

①就業場所 大間病院内

②就業時間 通常午前８時１５分～午後５時（職種により早出・遅出等変則時間有り）

③勤務日等 月曜日～金曜日勤務（職種により土・日・祝日勤務有り）、週休２日

④その他詳細については、一部事務組合下北医療センター臨時職員服務・給与取扱要綱

によります

業 務 内 容

①看護師・准看護師：外来・病棟の看護師業務

②看 護 助 手：外来・病棟・透析看護師の補助業務

③調 理 員：入院患者様の食事調理業務

２ 応募方法等

申込受付期間等
受付期間：令和３年１月４日（月）～１月２１日（木） 土・日・祝日を除く

午前８時１５分～午後５時（郵送の場合、令和３年１月２１日当日消印有効）

応 募 書 類

①「大間病院会計年度任用職員公募申込書」自筆で記入し押印（シャチハタ印不可）したもの１通

②「大間病院会計年度任用職員採用試験受験申込（履歴）書」自筆で記入し写真を添付したもの１通

③看護師・准看護師は看護師免許証の写し１通（Ａ４サイズ）

④看護師・准看護師の免許を有する方以外は、最終学歴証明書・卒業見込証明書・卒業証

書の写しのいずれか１通（Ａ４サイズ）

※①及び②の書類は大間病院総務係に指定用紙があります

３ 選考試験日等

試 験 日 時

看護師・准看護師

調理員

試験日 令和３年２月１０日（水）

受 付
調 理 員：午後１時３０分～２時００分

看護師・准看護師：午後３時３０分～午後４時００分

看護助手
試験日 令和３年２月１２日（金）

受 付 看 護 助 手：午後１時３０分～２時００分

試 験 場 所 国民健康保険大間病院 ２階 会議室

試 験 科 目

看護師・准看護師 小論文 面接

看護助手

調理員
面接

採 用 通 知 追って本人あて通知いたします

〒０３９－４６０１ 青森県下北郡大間町大字大間字大間平２０番地７８

一部事務組合下北医療センター 国民健康保険 大間病院

事務局 総務係 ☎０１７５－３７－２１０５

お問合せ先
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フレイル予防だより ～健康寿命をのばそう～

【お問合せ先】
風間浦村 税務国保課
国保グループ 保健師 ☎０１７５－３５－２１１１

上記の件で何か気になること
相談したいことがあれば
お問い合わせください

※フレイルとは → 介護が必要になる一歩手前の状態のことです。
骨折・転倒はフレイルや要介護になる原因のひとつです。

•下半身の筋力低下
•バランス能力の低下
•視力の低下
•精神安定剤や睡眠薬を飲んでいる
•様々な薬を飲んでいる

※複数の「お薬手帳」は、一冊にまとめて
管理し、薬歴（薬の服用記録）管理や飲
み合わせによる副作用の防止、多剤によ
る副作用の防止に活用しましょう。

５剤（種類）以上の薬を飲んでい
る方は、一度主治医又は薬剤師に
相談してみましょう。

服用薬剤数と転倒リスク

��������������������転倒をまねく主な要因

５剤(種類)以上の薬を飲んでいる
人は転倒する確率が高い！！

風間浦村の高齢者が
介護が必要になった原因（延べ)

※「高齢者の安全な薬物療法ガイドライン2015」
（日本老年医学会)

自己判断は禁物です！
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何か気になることや相談したいことは遠慮なく村民生活課へご連絡ください！
【お問合せ先】風間浦村 村民生活課 保健衛生グループ ☎０１７５－３５－３１１１

気温や湿度が低くなってくると、インフルエンザが流行しやすくなります。それと同様に新
型コロナウイルスも活動が活発化しやすく、今年の冬は、インフルエンザと新型コロナウイル
ス感染症の同時流行が懸念されています。コロナ禍の今年は、発熱したときにインフルエンザ
なのか新型コロナウイルス感染症なのか、区別が難しくなります。

インフルエンザと新型コロナウイルスは区別できるのか？
インフルエンザと新型コロナウイルス感染症の違いについて紹介します。

参考：一般社団法人日本感染症学会「今冬のインフルエンザとCOVID-19に備えて」

インフルエンザ 新型コロナウイルス感染症

症 状 程度の差があるが、しばしば高熱 発熱に加え、味覚障害・嗅覚障害を伴
うことがある

潜 伏 期 間 １～２日 １～１４日（平均５～６日）

無 症 状 感 染 １０％
無症状患者ではウイルス量は少ない

数％～６０％
無症状患者でもウイルス量は多く感
染力が強い

ウイルス排出期間 ５～１０日（多くは５～６日） 感染力のあるウイルス排出は１０日
以内

ウイルス排出ピーク 発病２～３日後 発病１日前
重 症 度 多くは軽症～中等症 重症になりうる
致 死 率 ０．１％以下 ３～４％
ワ ク チ ン あり 開発中だが現時点ではない

治 療 抗インフルエンザ薬あり 軽症例については確立された治療薬
はない

①かかりつけ医が風間浦診療所の場合

発熱・咳・だるさ等の症状がある場合医療機関の受診方法について
～令和２年１２月１日から相談・診療体制が変更になりました～

風間浦診療所に電話連絡する
☎０１７５－３５－２００１

必ず電話連絡のうえ、診療所職員
の指示に従って受診する

②かかりつけ医がいないまたは遠方の場合
大間病院へ電話相談する
平日９時～１７時は☎０８０－１６７９－９２５７
上記以外は☎０１７５－３７－２１０５

病院職員の
指示に従って
受診する

陽性・陰性にかか
わらず病院の指示
に従って療養する

※受診方法の詳細については１２月９日付の毎戸配布チラシをご覧になるか下記までお問合せください。
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大間病院だより
「心臓マッサージのお話」

大間病院 内科医長 藤原 慈明
皆さんこんにちは。

今回は、皆さんのご家族の命にも関わる心臓マッサージについて話したいと思います。自分には

関係ないと思っているそこのあなた、ご家族がいつ心臓発作を起こして倒れるかわかりませんよ。

北通りでは一般的に、意識がなく倒れている人を見つけて救急車を呼び、救急隊が到着するまでは

数分から２０分程度かかります。その間、ただ指をくわえてみていればいいというわけではありま

せん。人は心臓が止まってから１分経つごとに助かる確率が１０％ずつ低下していくと言われてい

ます。５分経過するだけで命の助かる確率は５０％、１０分なにもしなければ１００％助からない

という計算です。そんな中、心臓が止まった人の命をつなぐ数少ない方法の一つが心臓マッサージ

です。正確には胸骨圧迫と言います。北通りの心肺停止の患者さんについては、目撃した人が胸骨

圧迫の正しい方法を知らないために、とりあえずやってみたけど救急隊から見ると有効な胸骨圧迫

ではないケースが非常に多いのが現実です。この機会に心臓マッサージについて興味を持ってもら

えると幸いです。

まずどのような人に行うべきなのか。確認することは３つです。①意識がないこと。呼びかけや

痛み刺激（皮膚を思いっきりつねる、胸骨（胸の真ん中の骨）を拳でぐりぐりする、爪の付け根を硬

いものであっぱくする）に全く反応しないこと。②呼吸がないこと。胸が膨らんだりしぼんだりを

繰り返さない。口に耳を近づけても呼吸の音がしないこと。③脈がない。首や太ももの付け根の太

い血管が全くどくどく触れない（今自分のどこで脈が確認できるか触ってみましょう）。以上の３つ

が無いことを確認したら、１１９番に電話をして、できるだけ早く胸骨圧迫を始めましょう。

胸骨圧迫の方法は、まず、倒れている人の胸の横に立ち膝の姿勢になり、乳首と乳首を結んだ線の

真ん中に手の付け根を当てます。その上にもう片方の手を添えて真上から胸の真ん中を押します。

スピードは１分間に約１００～１２０回くらいが良いとされており、「地上の星（中島みゆき）」や

「TOMORROW（岡本真夜）」、「アンパンマンのマーチ（ドリーミング）」のテンポがこれくらいです（自

分の好きなアーティストの曲を探してみましょう）。昔は胸骨圧迫３０回のあと人工呼吸２回とされ

ていましたが、現在は、難しければ人工呼吸は省いて良いとされています。また、有効な胸骨圧迫の

ために重要なのが押し込む深さです。有効な胸骨圧迫の深さは５㎝です。思ったよりも深いでしょ

う？実際にお年寄りの方に対して、５㎝押し込むと肋骨が折れることがほとんどです。皆さんはきっ

と胸骨圧迫で肋骨が折れる感触がするとびっくりすることでしょう。しかし、命を救うためには肋

骨の犠牲はつきものです。恐れずに圧迫を繰り返しましょう。救急隊が到着するまで胸骨圧迫を繰

り返します。近くにAEDがあれば、それも装着するのが理想です。

いかがでしょうか。すべてをここで語れたわけではありませんが、ここに書いたことを実践する

ことが最初の一歩になります。いつ目の前で人が倒れるかわかりません。意識、呼吸、脈拍がないの

を確認したらすぐに胸骨圧迫を始められるようにイメージトレーニングしてみてはいかがでしょう

か。

年金だより

産前産後期間の国民年金保険料が免除になります

平成３１年４月から産前産後期間の保険料免除制度が始まりました。

この制度は、国民年金保険料を月額１００円程度引き上げることにより、国民年金の被保険者全体

によって支えられています。

出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除になります。

届出は、出産予定日の６か月前からできますので、お早めの届出をお願いします。

届出の用紙は、日本年金機構のホームページ（https://www.nenkin.go.jp）から印刷をするか、市

区役所・町村役場の窓口または年金事務所に備え付けてあります。
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Vol.329

介護職へ復帰する方へ準備金(最大４０万円)をお貸しします！！

青森県内の介護施設等で介護職員として、２年間働いた場合、
返還が全額免除されます。

○貸付対象者は？
青森県内に住民登録している方、または県内に所在する介護事業所または施設に介護

職員として就労することが決まった方で、以下の全ての要件を満たす方

•介護事業所または施設を離職してから３ヶ月以上経過している方で、介護職員とし
ての実務経験が１年以上ある方（※一部対象外施設があります。）

•就労することが決まり、就労開始日の前後２ヶ月以内の方
•介護福祉士の資格を持っている方、または介護職員初任者研修等を修了している方
•青森県福祉人材センター、弘前福祉人材バンク、八戸福祉人材バンクに求職者として
登録あるいは届け出している方で、「再就職準備金利用計画書」を提出できる方

•青森県社会福祉協議会および都道府県が適当と認める団体から同種の資金を借りた
ことがない方

○資金の使いみちは？
•子供を預けるための費用、研修会受講料、参考図書購入費、介護ウエアや訪問介護業
務等に使用するバック等の購入費、就労のための引っ越し代など

お問い合わせ先
社会福祉法人 青森県社会福祉協議会 総務課 ☎０１７－７２３－１３９１
申請様式など、詳しくはホームページをご覧下さい。 http://aosyakyo.or.jp/
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私たちの村の人口
（11月末現在）

男 874人 (先月比－３人 )
女 929人 ( 〃 －２人 )
計 1,803人 ( 〃 －５人 )

世帯数 905世帯( 〃 ±０世帯)

●お誕生おめでとう

古 川 小 晴 ちゃん（香澄） 下風呂

●お悔み申し上げます

亀 谷 雄 一 さん（86歳） 蛇 浦

伝 法 世紀子 さん（66歳） 易国間

佐 賀 悦 子 さん（73歳） 下風呂
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（11月届出分）村 の 人 口
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Ｒ1.11.6日生 下風呂（保護者：秋人）

食べるのが大好きな暖人。
これからもたくさん食べて大きく
なってね♡

パパ・ママより

こけし灯篭


